
東

洋

報

学

第
二
七
回
野
尻
湖
ク
リ
H
W

タ
イ~t 

)11 

誠

ア
ル
タ
イ
学
あ
る
い
は
、
広
く
北
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
を
対
象

と
す
る
研
究
者
と
学
生
の
集
会
で
あ
る
野
兎
擬
ク
リ
ル
タ
イ
は
、
第

二
七
回
が
一
九
九

G
年
七
丹
一
五
日
か
ら
、
一
八
日
ま
で
の
毘
日
間

開
催
怒
れ
た
。
会
場
は
野
尻
糊
ホ
テ
ル
、
参
加
者
は
以
下
の
西
五
人

で
あ
っ
た
。

荒
川
正
靖
〈
早
稲
田
大
)
、
五
議
幾
雄
(
国
士
舘
大
て
桜
橋
義
一
一
一

(
九
大
一
一
一
一
口
語
文
化
部
〉
、
一
言
語
英
〈
叩
東
京
女
子
大
)
、
井
出
口
大
作

(
関
西
大
)
、
梅
村
組
(
立
正
大
)
、
宇
野
伸
治
〈
早
稲
田
大
)
、
議
定

訳
哲
雄
(
埼
玉
大
)
、
支
掲
浪
(
亜
細
更
大
)
、
太
郎
敬
子
(
学
援
特

別
研
究
員
〉
、
大
震
良
通
〈
関
聞
大
)
、
小
沢
重
一
男
〈
叩
東
京
外
大
)
、

小
谷
伸
男
〈
富
山
大
)
、
片
品
意
雄
(
東
海
大
)
、
海
市
内
良
弘
(
京

大
)
、
神
話
徳
夫
(
明
大
)
、
菊
地
俊
藤
(
北
大
)
、
母
語
文
隆
(
京

大

)

、

北

開

誠

一

〈

弘

前

大

)

、

北

村

高

黒

岩

高

〈

東

近

藤

真

美

後

藤

明

(

)

、

後

藤

智

子

第
七
十
二
巻

佐

藤

次

高

佐

藤

道

部

清

水

宏

祐

大

)

、

題

詩

樹

管
謀
総
(
青
山
学
院
大
〉
、
菅
沼
郡
睦
(
京
大
)
、

子
畑
山
部
大
〉
、
谷
口
純
一
(
京
大
〉
、
回
村
建
一
(
一

東
域
敏
毅
〈
大
阪
外
大
)
、
構
本
勝
(
大
阪
外
大
)
、
護
松
純
司
(
東

大
)
、
累
出
埠
〈
桃
山
学
説
大
)
、
林
俊
雄
(
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
)
、

機
ロ
藤
一
(
愛
媛
大
て
綿
谷
良
夫
(
東
北
学
院
大
〉
、
城
直
(
平
高

堀
川
徹
(
京
都
外
大
)
、
松
村
調
(
呂
大
)
、
森
川
哲
雄
(
九
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大)。荒
川
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
史
科
を
研
究
、
二
年
前
か
ら
、
出
土

文
物
研
究
会
を
開
き
、
毎
月
二
岳
会
報
を
発
行
。

在
韓
辻
、
昨
年
、
今
年
と
中
国
東
北
調
査
じ
参
加
。
吋
叫
清
史
研
究
い

第
題
号
は
、
昨
年
九
丹
刊
符
。
最
近
で
は
、
蓑
山
宗
焼
学
術
討
議
会
、

議
入
関
前
の
諸
問
題
に
関
す
る
学
術
討
論
会
等
じ
出
席
、

T
ハ
部
成

垣
間
」
索
引
の
作
業
を
続
け
る
。

板
橋
は
、
韓
臨
語
、
琉
球
語
と
比
較
し
て
、
日
本
語
の
格
、
按
阪
地

問
な
ど
を
研
究
。

一
宮
は
、
修
士
ニ
年
、
新
盤
史
に
つ
い
て
穆
識
と
散
り
組
み
中
。

祷
村
は
立
正
大
学
、
新
謡
大
学
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
、
ウ
ル
グ
ム
ズ

タ
i
グ
合
同
調
査
に
参
加
。
個
人
的
に
は
、
ア
ル
タ
イ
地
方
を
謀

行

。

新

頭

ウ

イ

グ

ん

に

つ

い

て

時

代

的

、

内

容

的

ロ

i
チ
を
行
う
。



井
出
口
は
、
学
部
三
年
、
中
国
少
数
民
族
、
一
控
史
上
で
は
特
に
旬

奴
に
興
味
を
持
つ
。

宇
野
は
、
昨
年
は
、
充
代
の
ム
ス
り
ム
癌
入
、
今
年
は
駅
訟
割
に

つ
い
て
執
筆
、
昨
年
は
M
Z
誌
記
玄
O
H
M

ぬ
♀

zzu
小
山
廷
語
以
雪
山
w
n
y
o
o日

に
出
席
、
ウ
叩
ア
ン
バ
ー
ト
ル
現
地
の
援
史
誹
究
者
に
は
、
ペ
ル
シ
ア

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

海
老
訳
は
、

を
、
吋
ク
ロ
ニ
カ
・
サ
ヨ

に
つ
い
て
執
舗
。

ま
は
、
熱
龍
江
省
朴

八
六
年
に
か
け
て
、
舟

る
ブ
ォ

i
ク
ロ
ア
ー
が

い
る
と
結
介
す
る
。

太
田
の
専
攻
は
、
九

i
一
一
世
紀
の
北
シ
リ
ア
史
、
棲
論
は
ア
レ

ッ
ポ
市
史
、
最
近
は
北
シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ズ
ィ
!
一
フ
の
ム
ス
リ
ム
と
非

ム
ス
リ
ム
の
関
係
に
興
味
を
持
つ
。
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
シ

り
ア
に
港
在
。

大
療
は
、
修
士
課
程
一
年
、
卒
論
は
唐
吐
蕃
関
係
史
を
扱
う
。

小
沢
は
二

C
数
年
ぶ
り
の
参
加
。
退
官
後
は
悠
々
自
適
。
目
下
、

モ
ン
ゴ
ル
語
文
語
文
法
を
執
筆
中
。
特
に
「
元
朝
秘
史
」
の
言
語

は
、
材
科
も
そ
ろ
い
半
年
も
あ
れ
ば
脱
稿
す
る
。
他
に
は
、
日
本
一
語

系
統
議
、
契
丹
小
学
に
取
り
組
む
。
八
月
の
「
元
朝
、
秘
史
七
五

O
関

嚢

報

北
JII 

に
は
、
日
本
一
間

小
谷
は
、
年
「
ガ
ン
ダ
!
日
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕
(
日
本
パ
キ
ス

タ
ン
協
会
〉
に
出
席
、
そ
の
後
一
ブ

i
一
一
が
ッ
ト
に
一
一
一
部
臨
め
発
識
調

査
、
無
数
の
資
料
の
な
か
か
ら
千
二
高
点
を
選
ん
で
写
真
議
襲
、
繋

理
。
そ
の
中
の
貨
幣
問
。
点
は
年
代
決
定
め
議
嬰
な
資
料
で
あ
る
。

入
丹
は
品
、
ネ
ス
コ
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
の
為
、
ウ
ル
ム
チ
一
惑
問
、

現
地
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
の
予
定
。

片
山
は
、
突
駅
榔
文
研
究
会
を
も
っ
(
古
代
オ
ワ
エ
ン
ト
需
の

林
、
早
稲
田
の
内
藤
、
松
崎
ら
〉
。
自
馬
合
{
備
の
東
京
鶴
、
主
護
者
。

出
外
出
版
吋
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
世
界
い
の
索
引
等
を
つ
く
る
。

河
内
は
、
昨
年
、
遼
輩
、
古
林
、
黒
龍
江
曹
を
単
独
で
旅
行
。
特

に
、
護
事
で
建
州
女
直
の
本
拠
を
み
る
。
檎
案
学
の
輯
議
諜
氏
を
追

え
、
共
同
研
究
を
実
地
。
目
下
、
中
聞
か
ら
満
州
語
専
門
家
を
招
轄

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
法
務
省
が
調
査
期
間
を
置
く
の
で
、
許
可

待
ち
で
あ
る
。
天
聴
、
山
宗
徳
満
文
楢
案
の
翻
訳
中
。

神
田
は
、
昨
年
の
東
北
三
省
で
は
、
疲
労
困
想
。
東
洋
文
章
の
靖

代
史
研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
は
楠
木
(
筑
波
大
学
院
)
氏
が
ウ
ル
ム
チ

に
港
在
し
て
い
る
。
域
外
諜
籍
学
術
討
論
会
に
は
出
席
。
山
岳
、
植

村
、
蕊
由
三
先
生
の
追
悼
文
を
書
く
。

費
地
辻
、
北
海
道
開
拓
記
念
蕗
と
サ
ハ
リ
ン
の
相
直
共
同
発
掘
調

査
、
北
海
道
と
獄
中
…
龍
江
害
の
共
同
調
査
、
札
幌
大
学
と
ユ
ジ
ノ
サ
ハ

ワ
ン
ス
ク
教
育
大
学
共
同
発
掘
、
ア
イ
ヌ
の
?
ガ
ダ
ン
博
物
館
、
ウ
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東

洋

学

報

ル
チ
挟
、
ユ
カ
ギ

i
ル
族
訪
問
、
大
阪
教
曹
委
員
会
職
員
の
ア
ム

i

ル
境
域
発
搬
参
加
等
を
詔
介
。
最
近
の
研
究
テ
!
?
は
、
戦
織
で
あ

る。
時
間
は
、
構
州
語

ι関
す
る
朝
鮮
語
史
料
を
務
究
、
ハ
ン
グ
ル
に

満
州
諸
訂
一
括
の
発
資
の
差
異
が
反
咲
き
れ
て
い
る
こ
と
を
発
表
。
昨

年
、
五
i

一
一
月
ソ
ウ
ル
大
学
東
亜
文
化
研
究
所
に
所
嘉
(
韓
国
器

際
交
流
協
会
に
よ
る
て
韓
盟
ア
ル
タ
イ
学
舎
に
所
鶏
。

北
山
川
は
、
時
節
が
ら
ソ
速
の
民
挨
問
題
に
時
間
を
と
ら
れ
て
い

る
。
九
月
か
ら
一
年
の
予
定
で
、
グ
ん
ジ
ア
に
滞
在
。

北
村
は
、
百
丹
か
ら
学
部
の
専
佳
に
な
る
。

黒
岩
は
講
朝
間
北
門
官
制
度
、
議
関
の
震
史
を
対
比
研
究
。
卒
論

執
筆
中
。

近
藤
は
穆
士
一
年
、
一
四
i

一
五
世
紀
の
ア
レ
ッ
ポ
地
方
史
を
研

究。
議
藤
明
は
「
イ
ス
ラ

i
ム
の
都
市
建
」
で
忙
殺
さ
れ
る
。
昨
年
の

留
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
、
今
秋
め
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
来
春
の
文

部
省
主
穣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
計
調
中
。
従
来
の
中
東
研
究
所
構
想
に

番
え
て
、
今
年
度
調
驚
費
が
つ
い
た
「
総
合
地
域
研
究
所
」
計
聞
の

帯
類
作
成
に
従
事
。
昨
年
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
め
で
ン
ャ

i
ヒ
リ
ヤ

か
ら
イ
ス
ラ

i
ム
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
席
、
そ
の
後
、
ト
ル
コ
、

?
グ
レ
ブ
調
査
。
岩
波
吋
世
界
史
の
藷
開
競
い
第
一
巻
責
任
議
集
。

後
藤
智
子
は
、
修
士
年
で
中
国
中
世
史
か
ら
清
朝
史
に
転
じ
、

第
七
十
二
務

八

満
州
諸
を
始
め
る
。

住
藤
次
高
は
、
「
イ
ス
ラ
i

ム

の

都

市

性

」

に

奔

走

、

自
身
は
「
イ
ス
ラ
!
ム
都
市
の
形
成
と
牒
開
い
で
中
国
、
中
東
、
東

潮
ア
ジ
ア
を
巡
る
。
イ
ス
一
フ

i
ム
の
「
ヤ
ク
ザ
い
、
「
顔
役
」
等
で

出
版
、
講
演
等
の
予
定
。

生
藤
道
郎
は
昨
年
九
月
盛
関
で
、
ア
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
会
の
総

合
を
…
甘
い
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
も
医
者
を
呼
ぶ
。
モ
ン
ゴ
ル
に
も
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
文
献
が
多
数
あ
る
と
患
う
の
で
内
容
を
知
号
た

い
。
ミ
ラ
ル
パ
に
つ
い
て
研
究
中
。

櫛
谷
は
、
甘
粛
省
、
響
海
省
の
孤
立
し
た
モ
ン
ブ
ル
人
の
音
韻
に

つ
い
て
醗
究
中
。
語
頭
子
音
の
軟
昔
化
、
円
辱
中
母
音
め
発
展
、
出

動
動
詞
形
成
機
辞
に
つ
い
て
発
表
。

請
求
は
「
イ
ス
ラ

l
ム
の
都
市
性
」

E
斑
で
、
ト
ル
コ
か
ら
マ
グ

レ
ブ
に
か
け
て
読
査
。
ま
た
、
東
洋
文
産
『
ト
ル
コ
一
時
間
ア
ラ
ビ
ア
語

新
収
速
報
い
作
成
、
都
・
市
の
比
較
研
究
〈
ニ
シ
ャ
プ

i
ル
、
パ
グ
ダ

i
ド
)
に
従
事
。

周
は
、
モ
ン
ゴ
ル
史
を
古
代
よ
り
近
代
ま
で
研
究
。
主
た
る
仕
事

は
、
『
中
聞
大
高
科
事
典
』
中
富
膿
史
の
つ
冗
史
」
分
冊
、
中
華
童

局
哉
の
評
点
本

T
淳
史
い
校
訂
等
で
あ
る
。

菅
原
純
は
修
士
課
程
二
年
で
、
論
文
の
テ
!
?
は
「
ヤ
ク

i
ブ
・

ベ
ク
の
反
乱
部
史
」
、
新
彊
聖
者
覇
に
興
味
を
持
つ
。

菅
原
廷
は
、
大
学
説
時
士
課
程
後
期
で
、
ト
ル
コ
諸
言
語
、
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チ
ャ
が
タ
イ
語
と
オ
ス
?
ン
一
緒
の
地
方
差
、

田
中
は
、
学
部
一
年
生
。

谷
口
は
博
士
後
期
課
程
、
シ
リ
ア
の
ア
レ
ッ
ポ
の

目
下
、
京
都
外
大
の
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
整
理
。

自
村
は
、
元
来
ド
イ
ツ
語
が
専
門
、
四
部
ま
え
よ
り
、
満
州
諸
研

究
に
較
ず
る
。
対
格
手
立
に
よ
る
限
定
目
的
と
非
限
定
目
的
に

つ
い
て
、
円
満
文
金
瓶
語
い
に
拠
っ
て
研
究
。
起
諜
は
モ
ン
ゴ
ル
語

か
ら
の
借
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

東
域
以
モ
ン
ゴ
ル
語
科
学
部
三
年
生
、
契
丹
文
字
の
解
説
、
遊
教

国
家
と
笹
鰻
王
朝
の
比
較
に
興
味
。

橋
本
誌
日
本
語
と
ア
ル
タ
イ
語
、
日
本
一
蹄
と
韓
菌
語
の
盟
関
係
に
つ

い
て
執
筆
。
八
月
の
つ
沌
朝
秘
史
七
五

O
周
年
記
念
学
会
」
に
出

席
。
学
内
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
‘
セ
ン
タ
ー
委
員
と
し
て
接
接
会
等
を
主

器
、
「
〉
J
N
〕

O
E
D
何
回
ご
を
発
刊
。

演
松
は
、
学
部
二
年
、
先
輩
に
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
を
強
く
勧
め

ら
れ
て
い
る
。

原
出
は
、
こ
の
四
月
ょ
っ
現
襲
。
大
阪
府
と
捷
携
の
大
学
、
五
億
講

諌
合
で
講
演
を
纏
め
出
抜
。
『
一
充
朝
秘
史
同
議
評
、
「
モ
ン
ゴ
ル
の

犬
」
等
の
仕
事
を
す
る
。

林
は
、
シ
ル
ク
ロ

i
ド
関
保
翻
訳
、
山
田
一
一
信
夫
吋
北
ア
ジ
ア
遊
牧

民
族
史
研
究
同
書
評
、
中
央
ア
ジ
ア
民
族
史
被
説
な
ど
執
筆
。
裏
石

関

係

研

究

会

〈

盟

事

院

川

又

、

早

稲

田

藤

間

〉

で

文

献

グ〉

嚢

報

北
)11 

ワ

ー

プ

ロ

で

を

発

判

。

な

お

、

江

、
春
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
墓
探
し
、
グ
リ
ル
タ
イ
会
期

中
は
、
ピ
ア
ッ
ク
の
た
め
東
欧
、
そ
の
後
、
ま
た
北
朝
鮮
訪
問
。
鎮

の
行
事
は
、
エ
ジ
プ
ト
展
、
商
京
壌
の
予
定
。

樋
口
辻
、
昨
年

A
A
研
、
間
部
英
弘
教
慌
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

モ
ン
ゴ
ル
語
仏
典
の
替
措
を
分
析
。
京
大
で
は
ア
ル
タ
イ
語
の
専
門

家
が
次
々
と
で
て
い
る
が
、
盟
国
で
は
ネ
イ
チ
イ
ヴ
・
ス
ピ
ー
カ
ー

一
つ
に
し
て
も
、
専
門
家
饗
成
の
条
件
に
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。

細
谷
は
、
昨
年
は
黒
龍
江
省
東
半
、
今
年
は
そ
の
間
半
分
の
讃
査

の
準
構
と
整
理
に
忙
殺
。
ド
ル
ブ
ン
の
写
真
な
ど
啓
蒙
欝
に
発
表
多

数
。
夜
の
ス
ラ
イ
ド
は
松
花
江
を
下
号
、
東
京
城
、
輿
鉱
誠
に
は
い

る
ん

i
ト
を
映
写
。

掘
は
、
こ
の
一
史
詩
水
、
権
村
、
小
松
久
男
、
転
前
正
年
、
設
楽
国

広
、
奥
田
安
と
共
に
「
イ
ス
ラ

l
ム
の
都
市
註
い
で
、
新
曜
諸
都
市

カ
シ
ュ
が
ル
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
、
ホ
タ
ン
で
禽
区
調
査
、
八
月
田
昌
か

ら
は
ウ
ル
ム
チ
菌
欝
カ
レ
ー
ズ
学
会
に
出
賭
の
予
定
。
羽
堕
記
念
蕗

で
は
年
二
揺
の
乾
燥
ア
ジ
ア
談
話
会
が
も
た
れ
て
い
る
。
民
博
で

は
、
松
原
が
、
ユ
ル
ド
ゥ
ス
の
喪
査
(
「
遊
牧
の
整
史
と
現
在
」
〉
を

計
覇
中
。

堀
川
は
、
八
七
年
度
科
学
研
究
費
調
査

q
中
東
の
都
市
景
観
」
)

で
、
報
告
書
を
科
行
。
学
内
研
究
会
の
『
マ
レ
・
ノ
ス
ト
ル
ム
』
も

第
二
号
を
出
す
。
イ
ス
ラ
ム
写
本
研
究
会
を
主
催
、
昨
年
度
分
は
京
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東

学

報

洋

都
外
大
「
ピ
プ
ワ
オ
テ
一
、
二
で
公
刊
。
同
大
ア
ラ
ビ
ア
ヰ
本

も
京
大
の
谷
誌
が
整
理
中
。
昨
年
に
続
き
、
八
月
は
再
び
、
ト
ル
コ

調
査
。
昨
年
は
、
バ
シ
ュ
パ
カ
ン
ル
ク
文
書
館
で
中
央
ア
ジ
ア
関
係

史
料
を
探
す
。

松
村
は
、
数
年
ぶ
号
の
出
席
。
『
し
に
か
』
に
自
鳥
嘩
吉
の
学
問

に
つ
い
て
審
く
。
一
九
入
七
年
、
一
九
八
九
年
の
中
国
東
北
史
跡
調

査
に
参
加
。

森
同
は
九
大
農
学
部
と
新
鍾
師
範
大
の
協
定
に
よ
る
調
査
で
、
新

轟
に
七
月
二
五
日
か
ら
八
丹
一
一
日
迄
、
ウ
ル
ム
チ
近
く
の
遊
牧
地

間
埼
敬
教
授
の
計
報
に
つ
い
て
述
べ
る
。

七
月
一
六
日
以
、
海
外
調
査
報
告
が
、
松
村
潤
主
中
国
東
北
地

域
」
、
佐
藤
次
高
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
寧
夏
・
チ
ュ
ニ
ス
川
綿
谷
良
夫

「
黒
龍
江
省
の
選
勝
」
の
一
一
一
本
。
研
究
報
告
は
、
岸
回
文
聾
「
「
一
一
一
訳

総
会
』
の
縄
文
に
つ
い
て
」
、
玉
縄
浪
「
女
真
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
」

の
二
本
。

松
村
報
告
は
、
東
洋
文
産
清
代
史
研
究
室
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ

て
い
る
中
富
東
北
地
方
の
史
跡
欝
査
の
報
告
。
第
一
訟
は
、
「
穆
彼
」

が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
難
み
て
、
緊
急
調
査
と
し
て
お

こ
な
っ
た
。
本
調
議
初
年
震
の
一
・
昨
年
は
、
黒
龍
江
省
、
吉
林
容
を

中
心
に
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
護
陽
か
ら
東
へ
、
入
期
間
前
の
請
の
遺

膝
の
調
査
概
要
を
述
べ
る
。
護
陽
は
、
ヌ
ル
ハ
チ
が
六
二
一
年
、

第
七
十
二
巻
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表
城
か
ら
漉
都
し
て
遼
陽
城
に
入
っ
た
が
、
正
す
ぎ
る
の
で
新
た
に

東
京
域
を
築
い
た
。
そ
の

b
ず
か
数
年
後
譲
陽
域
を
築
く
。
諮
問
籾
博

物
館
に
は
、
碑
文
が
保
存
さ
乱
て
い
る
。
東
京
陵
に
辻
、
近
親
の
遺

撃
が
移
さ
れ
て
嘉
廟
が
設
け
ら
れ
た
。
撫
般
か
ら
蘇
子
河
に
い
た
る

経
路
の
途
中
に
あ
る
鴫
清
交
替
の
関
ケ
県
と
い
わ
れ
る
サ
ル
フ
戦
場

は
ダ
ム
の
建
設
で
水
没
、
域
も
登
れ
な
か
っ
た
。
木
寄
を
経
て
、
新

実
櫛
族
自
治
熟
に
宝
り
煙
突
出
・
永
稜
・
老
竣

-m老
城
等
を
調
査
、

万
署
二
一
年
に
申
患
…
が
訪
れ
て
い
る
指
悲
城
は
、
一
一
一
重
一
の
域
撃
が

設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
老
域
は
、
ヌ
ル
ハ
チ
が
五
暦
一
一
一
年
、

国
老
域
よ
り
襲
を
移
し
た
所
で
、
五
経
三
一
一
一
年
に
は
、
外
域
が
築
か

れ
た
。
向
昌
一
…
一
部
こ
こ
で
入
旗
が
制
定
さ
れ
た
由
緒
あ
る
場
所
で
あ

る。
岸
部
発
表
は
、
捜
配
…

E
ニ
〈
西
署
一
七

O
一
一
一
)
年
に
朝
鮮
司
訳
院

で
出
版
さ
れ
た
満
州
語
学
習
書
円
三
訳
総
解
い
に
関
す
る
も
の
。
現

告
の
刊
本
は
、
乾
権
一
一
一
九
二
七
七
割
〉
年
重
和
本
で
あ
る
が
、
こ

の
欝
の
中
の
満
州
語
形
は
、
清
文
鑑
に
見
え
る
も
の
と
は
違
う
。
原

本
は
瀬
治
七
年
刊
「
満
文
三
国
志
」
で
み
る
と
確
信
す
る
。
た
だ

し
、
調
者
に
は
少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、

朝
鮮
で
間
警
が
編
纂
さ
れ
た
と
き
、
底
本
が
構
文
訳
さ
れ
た
際
に
原

本
と
し
た
議
文
原
典
(
嘉
端
本
)
以
外
の
漢
文
文
献
が
参
考
に
さ
れ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
参
考
文
献
と
は
、
つ
ニ
国
志
横
義
」
中
の

の
刊
本
で
あ
る
。
な
お
、
発
表
に
は
大
部
の
レ
ジ
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メ
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

主
氏
辻
、
『
女
真
信
奇
い
(
子
又
彦
、
王
高
浪
、

死
文
芸
社
出
版
、
一
九
八
九
年
〉
の
著
者
で
あ
る
。
王
氏
は

六
年
、
方
正
県
に
移
住
し
て
い
た
家
寵
に
生
ま
れ
る
。
文
革
時
代

は
、
開
館
は
労
鶴
、
夜
は
察
内
に
日
伝
わ
る
伝
説
を
聞
く
鋒
臼
で
あ
っ

た
。
一
九
七
八
年
に
は
ハ
ル
ピ
ン
市
周
辺
の
考
古
学
講
査
の
責
任
者

と
な
り
、
一
九
七
九
年
か
ら
黒
龍
江
省
金
城
考
書
学
講
査
に
従
事
、

こ
の
間
多
数
の
フ
ォ
i
ク
ロ
ア

i
を
校
集
す
る
。
き
て
、
王
氏
の
野

外
調
査
方
法
に
は
、
四
つ
の
こ
つ
が
あ
る
。
「
組
」
、
「
眼
」
、
「
腿
同

「
手
」
だ
そ
う
で
あ
る
。
主
氏
の
諮
る
民
俗
学
、
考
古
学
に
関
す
る

話
題
は
、
広
く
、
新
鮮
で
興
味
、
探
い
が
、
持
よ
り
驚
く
べ
き
は
、
満

挟
の
な
か
に
完
顔
部
の
子
孫
だ
と
考
え
、
島
己
を
女
真
だ
と
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
人
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
報
告
は
、
「
イ
ス
ラ

l
ム
都
市
社
会
の
形
成
と
変
容
に
関
す

る
比
較
研
究
」
国
際
学
術
講
議
の
た
め
ジ
ャ
カ
ル
タ
二
九
八
九

年
)
、
寧
憂
土
九
九

O
年
)
、
チ
ュ
ニ
ス
二
九
八
九
年
)
を
調
査

し
、
街
区
、
礼
拝
堂
一
等
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
際
の
一
部
の
報
告
。

寧
一
愛
国
族
の
宗
教
活
動
の
活
発
き
が
印
象
に
残
っ
た
。

級
公
甘
報
告
は
、
夜
の
ス
ラ
イ
ド
の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
の

松
村
発
表
を
補
助
す
る
報
告

で
も
あ
っ
た
。

七
告
は
、

小
沢
重
男
「
元
朝
秘
史
の
言
語
〕
、

嚢

報

北
)11 

局
清
お
「
内
撃
吉
大
学
蒙
古
史
研
究
所
概
況
」
、
菅
原
睦
「
新
出
カ

イ
ロ
本
ア
リ
i
-
ス
ィ
i
ル
・
ナ
ヴ
ァ

l
イ
i

「
鳥
の
一
一
一
応
葉
』
に
つ

い
て
」
の
三
本
、
海
外
語
査
報
告
は
、
太
串
敬
子
「
シ
リ
ア
に
お
け

る
文
書
保
存
に
つ
い
て
i
l
l
s
ア
サ
ド
図
書
諒
を
中
心
と
し
た
写
本
保

喜
の
説
明
」
、
清
水
宏
祐
「
マ
ラ

l
ズ
ギ
ル
ト
再
訪
記
川
林
俊
雄

「
ユ
ネ
ス
コ
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
第
二
次
予
備
調
査
」
、
梅
村
理
「
四
域

南
道
・
ア
ル
タ
イ
」
の
mm
本。

小
沢
発
表
は
、
先
ず
、
「
原
形
吋
元
朝
秘
史
ど
が
記
き
れ
た
文
字

は
侍
で
あ
っ
た
か
に
関
す
る
学
説
史
を
述
べ
た
上
で
、
ウ
イ
グ
ル
文

字
か
ら
摸
字
に
音
訳
き
れ
た
と
い
う
自
説
を
述
べ
、
そ
の
上
で
、

「
一
元
朝
秘
史
の
諮
器
」
を
、

ω音
韻
上
、
出
形
態
素
上
、

ω統
語
上
、

及
び
凶
一
出
向
葉
上
の
特
犠
か
ら
多
角
的
に
分
析
を
加
え
て
い
っ
た
。
そ

の
結
論
は
、
ー
の
(
ぬ
)
J
C
H
.
-
O
己
M

ー
の
特
設
を
も
っ
中
世
ず
で
ン
ブ
ル
語

東
部
方
言
で
あ
る
。

ア
ワ
1

・
ス
ィ

l
ル
。
ナ
ヴ
ァ

i
イ
ー
は
、
チ
ム

l
ん
朝
の
文
人

宰
轄
で
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
で
幾
つ
も
の
持
品
を
残
し
た
が
、
?
鳥
の

一
訪
問
葉
い
辻
神
秘
主
義
の
教
典
で
あ
る
。
普
原
発
表
の
「
カ
イ
ロ
写

本
」
と
い
う
の
は
、
カ
イ
ロ
で
購
入
き
れ
た
写
本
と
い
う
だ
け
の
意

味
で
、
現
在
の
所
帯
者
は
、
神
戸
市
の
外
悶
語
大
学
で
あ
る
。
発
表

は
用
意
さ
れ
た
レ
ジ
メ
に
添
っ
て
わ
お
こ
な
わ
れ
、
同
写
本
の
言
葉

は
、
母
音
表
記
泣
オ
ス
マ
ン
的
、
音
韻
形
態
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
的
で
あ

る
等
、
オ
ス
マ
ン
語
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
話
聞
の
開
方
の
特
撮
を
も
っ
て
い
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東

洋

"'"ι す d

報

る
事
が
、
例
証
さ
れ
た
。

思

発

表

は

、

用

意

さ

れ

た

中

文

レ

ジ

メ

そ

の

場

で
、
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
内
蒙
吉
大
学
蒙
古
史
研
究
所
の
沿

革
と
、
翻
々
の
所
員
の
専
門
分
野
と
業
績
に
つ
い
て
手
鑑
に
ま
と
め

ら
れ
た
。

太
田
報
告
は
、
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
ク
ス
と
ア
レ
ッ
ポ
の
主
婆
古
文

番
館
、
図
書
蕗
の
所
葱
写
本
と
国
警
の
内
容
に
関
し
て
簡
単
な
コ
メ

ン
ト
を
述
べ
た
後
で
、
ア
サ
ド
図
書
館
で
受
講
し
た
写
本
の
保
護
と

探
存
講
習
会
の
内
容
を
紹
介
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ア
サ
ド
図
書
館
で

は
こ
の
講
習
会
受
講
者
に
写
本
校
訂
の
許
可
を
与
、
え
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
マ
ラ
!
ズ
ギ
ル
ト
は
、
一

O
七
一
年
、
セ
ル
ジ
ュ

i
ク
朝
と
ピ
ザ

ン
ツ
膏
国
の
間
で
天
下
分
け
目
の
決
戦
が
持
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
清
本
報
告
は
、
昨
年
八
月
ト
ル
コ
を
訪
れ
、
史
跨
と
し
て
の
開

市
の
現
状
、
交
通
網
、
周
辺
農
村
と
の
関
係
を
、
一
九
七
六
年
と
の

対
比
で
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

林
報
告
は
、
昨
年
九
月
一
三
日
か
ら
、
一
一
月
一
五
告
に
及
ぶ
ユ

ネ
ス
コ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
の
西
半
分
の
部
分
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
報
告
で
あ
っ
た
。
初
め
て
ス
ラ
イ
ド
で
み
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ

て
い
た
。

楊
村
報
告
は
、
昨
年
の
合
同
調
査
と
そ
の
酪
姐
人
的
に
行
っ
た
ア

ル
タ
イ
旅
行
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
報
告
で
あ
る
。

第
七
十
二
巻

の
ク
リ
ル
タ
イ
は
、
若
手
も
多
く
拳
加
し
、
発
表
、
報
告
の

双
方
、
紫
盤
と
も
多
彩
で
あ
っ
た
。
研
究
者
の
山
海
外
渡
航
が
多
い
の

は
、
全
般
的
傾
向
で
あ
る
が
、
近
年
ク
リ
ル
タ
イ
も
梅
外
諜
遊
関
係

の
報
告
が
非
常
に
多
い
。
ど
れ
も
貴
重
な
構
報
で
あ
る
の
で
、
呼
び

か
け
入
と
事
務
潟
で
は
伺
ら
か
の
形
で
こ
れ
ら
の
構
報
を
ま
と
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
当
面
は
、
平
成
二
年
震
文
部
省
科
学
研
究
費
の

総
合
〈

B
)
の
計
画
に
一
部
分
を
乗
せ
る
予
定
で
あ
る
。
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